
近年のグローバル化にともない、これか
らは外国語が話せることが必要かというよ
うな質問をいろいろなところで受けること
があります。一般には、グローバル化＝英
語ができることという発想があるように思
います。

今回は、「ことばの市民」になる教育へと
いうテーマで、「グローバル化とは何か」を
考えつつ、本来の人間の教育の観点に立ち
戻って、自己と他者そして社会に関連する
外国語学習のあり方について考えてみたい
と思います。

ことばの教育とその種類

はじめに、ことばの教育の種類について
少し考えてみましょう。

まず、母語教育というものがあります。
母語というのは、生まれながらのことばと
いうことができるでしょう。人は、自分の
生まれる場所や社会を具体的に選ぶことが
できませんから、その生まれ落ちた場所で
自分を生み育ててくれた両親のことばを学
ぶことになります。これが母語です。学校
教育では、国語教育または国語科教育とし

て学ぶものですね。
次に、第二言語教育というものがありま

す。やや難しく言うと、当該の言語社会に
あって、その言語を学ぶ場合です。たとえ
ば、日本語を学ぶために日本に留学する人
たち、つまり留学生の学ぶことばがこれに
あたります。

第3番目が、外国語教育です。これは、非
当該言語社会にあって、その言語を学ぶとい
うことです。たとえば、日本で英語を学ぶ事
例はこれにあたりますね。皆さんの多くは、
英語を外国語として学んでいるわけです。

何のために言語を学ぶのか

では、次に、それぞれの言語教育におい
て、何のために言語を学ぶのかということ
について考える必要があります。

母語教育は、社会の構成員となることを
めざします。とくに国民国家的社会では、
その国の国民として読み書きが重要である
という発想が基本となります。国家の命令・
伝達を周知するためには、文字を獲得させ
ることが必要になるからです。

第二言語教育では、①言語習得　②専門
的知識　③その社会で仕事という順番が考
えられます。ことばを覚え、そのことに
よって専門的分野の知識を得て、その言語
社会で仕事に就くという手順が考えられる
でしょう。

最後の外国語教育では、言語習得が当面
の目的となります。その中身は、知識とコ
ミュニケーション能力です。学習言語に関
する知識を得て、コミュニケーション能力
を育成するというのが、外国語教育の目的
と考えられています。
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「言語を習得する」とはどういうことか

そこで、「言語を習得する」とはどういう
ことなのでしょうか。

まず、「言語に関する知識を得る」ことが
必要になります。皆さんが学校で学んでき
た言語学習のほとんどはこのタイプです。
しかし、言語に関する知識を得るだけで
は、言語が使えるようにはなりません。つ
まり、その言語を身につけることが必要に
なります。こういうときに、やはり話題に
なるのは、「外国語を一番効率的に学べる方
法って何だ」ということです。

この言語を身につける最良の方法が存在
するという幻想は、一般の人だけでなく、
教育の世界でもかなり幅を利かせていま
す。たとえば、「英語ができる」という時の

「できる」というのは、何をもって「できる」
というのでしょうか。TOEICで何点取ると
いうことが目的なのか、それとも実際にそ
のことばを使ってある程度中身のある話が
できるようになることが目的なのか、ある
いは中身はなくてもいいから、その場でペ
ラペラ話せればいいのか、それは人によっ
てだいぶ違うでしょう。言語を身につける
最良の方法、つまり万人に共通する魔法の
杖が存在するというイメージが、いかにつ
くられたものであるかということがわかる
と思います。

その言語社会に浸りこむ

それでも、とにかくそのことばを使いた
い、その社会で使えるようになりたいの
だったら、その社会に行ってその言語に浸
りこむ（イマージョン）しかないのです。

浸り込むと言っても、ただ生活するだけ
では駄目でしょう。もう本当に浸り込まな
いといけません。たとえば、外国人の相撲

の力士は、とても上手な日本語を話します
ね。彼らは学校で日本語を学んだわけでは
ありません。毎日朝から晩までその部屋で
親方や女将さんにビシバシ言われながら稽
古をして生活しています。日本語で暮らさ
なければならない場がつくられているから
です。この場合の、日本語で暮らさなけれ
ばならない場とは、日本語で人の言うこと
を理解し、自分の考えていることを表現し
て、その社会で十全に生きていくという場
のことです。

このように、その言語を使えるようにな
るという意味だったら、1、2年そのことば
を使う社会に浸り込んで暮らせばいいわけ
です。しかもそれは若ければ若い程良い。
なぜなら母語の干渉が少ないからです。学
校に行く必要はほとんどありません。

教育の場の役割

では、学校は何のためにあるのでしょうか。
学校で勉強するのは、単に練習をしたり

するのではなくて、自分が何を考えている
のか、何を言いたいのか。目の前の他者に
それをどうやって伝えるのかということで
す。他者と意見のやりとりをする、つまり
対話をするためには、一つのテーマが必要
です。ただ、おしゃべりをすればいいとい
うわけではないでしょう。私は、おしゃべ
りと対話を分けて考えています。この対話
のテーマというのは、思考の軸とでもいう
べきものです。それが展開できるような場
こそが本来の教育の場あるいは学校と言い
換えてもいいでしょう。学校は社会の準備
にあるわけでもなく、受験のためにあるわ
けでもなく、その人が人間として、個人と
して、他者と交わり、社会を考えていくた
めの場でなければならないのです。学校そ
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のものが社会なのです。外国語という言語
学習も本来、そうあるべきではないでしょ
うか。なぜなら、「コミュニケーション能力
をつけてどうするの？」という問いは、外
国語教育にはありませんでした。コミュニ
ケーション能力やそのスキルだけが先行し
て目的化してしまい、何のために外国語を
学ぶのかということが見えにくくなってい
ます。コミュニケーション能力をつけるだ
けだったら、先ほど述べたように、その言
語を使う社会に浸り込むだけで十分です。

だから、学校で重要なことは、コミュニ
ケーション能力のもう少し向こうを見る必
要があるのです。それは、自分が今まで
育って使ってきた母語とは違う構造の言語
で、あるいは違う認識の仕方で、その言語
を使うことによって、言わば自分を相対化
することができるということです。相対化
という作業は、実際は母語でもやっている
のですが、なかなか意識的になりにくいも
のです。それをあえて外国語で行うという
ところに意識化、自覚化の意味があると私
は思っています。そうした意識化の成果と
して、自分の中にある経験をどのようにし
て第三者に伝えていくかということ、 この経
験がまた必要になります。こうしたことを
考えることが学校、つまり教育の場の役割
です。

ことばの市民の教育へ

以上のような考え方に立って、もう一度
冒頭に出したグローバル化について考えて
みましょう。グローバルとは地球のことで
すから、地球に生きる人間としてどのよう
な地球であって欲しいか、その地球という
社会にあって、個人として何ができるのか
と考えることになります。そういう意味で

は、この地球での人の生きざまというもの
は、70 億のジグソーパズルのようなものな
のではないでしょうか。そのなかで個人は、
それぞれのピースという役割を果たしてい
る。だとすれば、個人の存在のオリジナリ
ティを自覚できるような環境というものを
どうやってつくっていくか。これは人間と
しての権利でもあると同時に義務でもある
でしょう。

ことばによって自律的に考え、他者との
対話を通して、社会を形成していく個人、
これが「ことばの市民」になるということな
のです。なぜなら、ことばの学びというの
は、おそらく言語を習得するということで
はなく、むしろことばによって活動するこ
とでアイデンティティを自ら形成していく
ことだからです。しかも、私たちは、アイ
デンティティの複合的な危機というものを
さまざまに抱えています。それを克服する
ためには自己発信と共に他者を認めること、
それから社会へ参加していく、こういうこ
とから自分をつくっていくことになります。
自分から発信し、他者を理解しつつ、この
地球でさまざまな人たちと生きていくため
の社会について考えていく、そういう活動
の場をつくっていく必要があるからなので
す。このような学びの方向性を持つこと、
みなさん一人一人に、ことばの市民をめざ
していただきたいと願う次第です。

【付記】
本稿は、2015年12月10日（木）関西学院

大学総合政策学部で行われた講演「「ことば
の市民」の教育へ」にもとづき、その一部を
活字化したものです。招聘等、さまざまな
労を煩わせた牲川波都季さんに謝意を表し
ます。
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